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広範囲にわたる議題の中から、紙面の関係上、─
─特に印象に残ったものをここで紹介したい。

〈〈〈〈バースディバースディバースディバースディ・・・・メダルメダルメダルメダルについてについてについてについて〉〉〉〉
ＷＳＭ開催前日の夕方、ニューヨーク・インターグ

ループのメンバーが主催するホテルの歓迎ルームへひ
とりで行き、メダルやグッズが買いたいのだけれど、
と言った途端、先に到着していたアメリカの評議員か
ら 「ここはＡＡだから。ＡＡではそういうものを扱、
っていない」と一言。ＷＳＭがまだ開催されていない
のに、メダルはＡＡの霊的なプログラムに含まれるの
か否かの、熱い議論を戦わせた。たしかにＡＡの回復
のプログラムのなかにメダルのことは書かれていな
い。日本で行われているバースディ・ミーティングや
色紙、メダルについては、かねがねこれがＡＡのプロ
グラムとしてあるのか疑問に思っていたものの、我が
国では確固としたセレモニーであり、ハワイやカリフ
ォルニアやシアトル５５周年に行ったメンバーもいろ
いろなグッズやメダルやらを持ち帰っている 「ハワ。
イのやり方も、カリフォルニアのやり方もそれはＡＡ
の中の一つのやり方であって、一部のＡＡのやり方を
見て、それがＡＡのすべてだと理解してほしくない。
シアトル５５周年と、いってもそれはＡＡの会場の外
で販売していたのであり、外で何を売ろうと、それを
禁止する権限はわたしたちにはない 」。
この議論はＷＳＭの全体会議に引き継がれたが、メ

ダルのことを問題にしているのは、アメリカと我が国
だけのようで、ほかの国ではメダルというのは個人的
にメンバー間で手渡されていくことはあっても、グル
ープとしては扱っていないということで、あまり関心
が示されなかった。けれども少なくとも、ＡＡのオフ
ィスがメダルを発行して販売するのは望ましくないと
いうのが全体的な意見だった。ＷＳＭの開会早々に我
が国にとっての課題が提示されたわけである。

〈〈〈〈国際出版基金国際出版基金国際出版基金国際出版基金についてについてについてについて〉〉〉〉
ミュンヘンの時に国際出版基金を作ろうという決議

が出され、我が国でも年間予算を組んでその基金に協
力している。以前はこの援助活動はアメリカ／カナダ
の常任理事会だけに任せっきりだったものである。自

国ではＡＡ書籍やパンフの翻訳や出版が不可能だとい
う国に対して、その基金でＡＡ出版物発行の援助をし
ているのだが、現在は東欧諸国の言語はもとより、ア
フリカ、アジアの各国の言葉に翻訳されつつある。前
回に引き続き今回のＷＳＭでも、アルコホーリクが助
けを求めたときに、その国の言葉でＡＡのメッセージ
を届けることは、先にメッセージが届けられた国々の
責任だということで話し合いが進み、まさに国境を超
え、言語を超えたサービス活動について分かち合いを
行うＷＳＭの最も適したテーマだった。ＡＡの本やパ
ンフレットがそれほどまでに回復の第一の道具として
考えられ、話し合われている時、すでにＡＡの本が出
版されているにもかかわらず、それを読むことがあま
り重要視されていない我が国のＡＡの現状に、歯がゆ
い思いが何度も押し寄せて来た。

〈〈〈〈サービスサービスサービスサービス────それはそれはそれはそれは全員全員全員全員のののの特権特権特権特権〉〉〉〉
「サービスとは 上の”人達がやるもの。自分は回“

復することで精一杯でサービスのことなど考えていら
れない 。これは我が国だけではなく、世界共通のメ」
ンバーの思いのようだった。そんな 普通 のメンバー“ ”

にも積極的にサービス活動に加わってもらえるよう、
回復、一体性、サービスの関わりについて、それぞれ
の国の評議員の経験が分かち合われた。
ワールドサービスミーティングも同様に “上の”、

人達が 上の ことを話し合う会議ではなく、各グルー“ ”

プで日常問題となっていることを、各国の経験をもと
に話し合う会議である。今回のプレゼンテーションや
ワークショップでも、伝統について、あるいは概念に
ついて話し合うとき、まず、一人のメンバーの回復、
一つのグループが出会った問題という地点からスター
トして話が展開してゆくため、それまでわたし自身の
なかでも、概念などは普通のＡＡの活動と掛け離れた
ところで独り歩きしていた部分があったのだが、日常
のＡＡ活動と密着したものであることを認識でき、非
常に身近なものと感じられたのは収穫だった。
ついでながら、今回はサービスや概念の霊的な部分

が全体的に強調された会議だった。
このほか、毎回必ず出る献金の問題、広報活動、出

、 、版物の版権 各国間の協力等について話し合われたが

第第第第１２１２１２１２回回回回ワールドサービスミーティングワールドサービスミーティングワールドサービスミーティングワールドサービスミーティングにににに出席出席出席出席してしてしてして
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現在報告書の翻訳作業を進めているので、是非そちら
をお読みいただけたら、と願っている。

〈〈〈〈アメリカアメリカアメリカアメリカ／／／／カナダカナダカナダカナダ常任理事会常任理事会常任理事会常任理事会〉〉〉〉
５日間のワールドサービスミーティングを終え、一

日置いてアメリカ／カナダ常任理事会がスタートし
た。サービスマニュアルに紹介されている１２種類の
各常任理事会委員会が３日間で開催され、その委員会
出席の招待をＷＳＭ評議員は受けたわけだが、わたし
は「国際関係 「矯正施設 「広報 「財務 「専門」、 」、 」、 」、
家協力」の各委員会に出席してみた。オブザーバーと
してただ隅の方に座って見学させてもらうだけ、と思
っていたので、気楽に出掛けて行ったのだが 「良か、
ったらＷＳＭ評議員の人達も意見を聞かせてほしい」
とか「日本の場合は？」などと、委員会の間に結構質
問が回ってくるので、ここでもやはり緊張してしっか
りと耳を傾けなければならない状況になった。わたし
自身が出席して特に興味深かったのは 広報 と 専、「 」 「
門家協力」で、どちらもＪＳＯでの仕事と直接関連が
あるため、例えはメディアを通しての広報活動の方法
や、ＡＡについての お知らせ”の効果的な出し方、“

その内容について、また、ＡＡ以外の各種学会や会合
の会場にＡＡが展示物や出版物をもって参加するやり
方など、非常に参考になった。
常任理事会はノン・アルコホーリクのＡ類常任理事

とアルコホーリクのＢ類常任理事で構成されているの
だが、Ａ類常任理事は、法律顧問、心理学教授、社会

、 、 、 、学者 投資コンサルタント 法務関係者 医学教授と
各分野で活躍する専門家たちから成っており、かたや
ＡＡメンバーのＢ類常任理事にしても、いろいろな社
会的な分野や企業でやはりトップクラスで活躍してい
る人達ばかりで、これらの最も忙しい人達がＡＡのサ
ービス活動のためアメリカ／カナダの各地から、年４
回開催されるこの会議のためにニューヨークに集まっ
てきているという事実だけでも、ＡＡの歴史の４０年
の差を見せつけられた思いだった。
また、面白かったのは、常任理事会全体会議で伝統

７についてのプレゼンテ－ションがあったとき、献金
用のバスケットが回ってきたのだが、いくらぐらい入

、 （ 、れて良いのか分からなかったわたしは １０ドル １
２００円ぐらい）紙幣を出したところ、８ドルおつり
がきた。要するに２４０円の献金をしたわけである。
（グリニッチビレッジのミーティングに出たときも、
やはり献金は２ドルだった 。我が国のゼネラル・サ）
ービス・ミーティングのときなど、献金箱が回ると、
最低が１，０００円札、時には５，０００円札や１万

、 、円札まで入っているのが普通であり それを考えると
日本のＡＡメンバーの一人当たりの献金額というの
は、随分高額であるとあらためて認識し、同時に我が
国のＡＡメンバーに対して頭の下がる思いがした。

〈〈〈〈ワールドサービスミーティングワールドサービスミーティングワールドサービスミーティングワールドサービスミーティングをををを終終終終えてえてえてえて〉〉〉〉
前回のミュンヘンの時には、ともかく無我夢中で、

全力投球で、必死な思いで手を挙げて質問やら意見を
述べてきた。今回は２度目で気持ちにゆとりができ、
ＷＳＭ評議員の中に親しい友人が何人もできたため、
全体全議で意見を求めてシンドイ思いをするよりも、
ＡＡの歴史の長いアメリカ／カナダの評議員やニュー
ヨークのＧＳＯのスタッフに個人的に質問をし、答え
をもらってしまおうという気持ちのほうが強く出てし
まった。したがって、会議の最中よりも、休憩時間や
ミーティング終了後のアイスクリーム・パーティーで
交わした熱い議論の方が非常に印象が強く、その分だ
け実際の会議の印象が、わたしのなかで、ぼやけてし
まった感がある。このことは、分かち合いをする場で
あるＷＳＭの主旨からすれば、随分はずれているわけ
で、今はしゅんとなって反省しているところである。
今回、ＷＳＭ評議員が女性というのは、日本からの

わたしたち二人だけだったため（そして二人とも若く
）、 、て美しかったため？ みんなから熱烈な歓迎を受け

特にニューヨークのＧＳＯの女性スタッフたちからは
エールを送られた。何はともあれ、朝早くから夜中ま
で、１０日もの間、ＡＡにとって何が良いことなのか
ということだけに的を絞って話し合いをし、共に過ご
した人たちとのことは、わたし自身一生忘れられない
出来事のひとつになった。けれぞも、やはり言葉の壁
は厚く、いまだに完ペき主義が頭をのぞかせるわたし
にとって、思っていることの１０分の１ぐらいしか表
現できなかったということは、恥ずかしく、残念だっ
たという思いも非常に強くある。
とはいえ、このようなチャンスは、わたしがＡＡの

ＪＳＯという場で仕事をしているからこそ与えられた
ことであり、そのことに対し 「大きな力」を感じ、、
単なる言葉の上ではなく、心の奥底からの感謝の気持
ちでいっぱいである。ＷＳＭ評議員としての任期を来
年の報告会をもって終えるにあたり、ＷＳＭ出席その
ものが非常に大変だった分だけ、それによって得られ
た充足感は計り知れない。
このような役割は、ＡＡメンバーの皆様から与えら

れたものだが、実際のところ、日本のＡＡのサービス
構成の中にワールドサービスミーティング評議員とい
うものがあることさえ知らない人のほうが圧倒的に多
いというのが現状だろう。ましてや、自分たちのグル
ープのミーティングを維持するだけで手一杯のメンバ
ーにとって、世界もへったくれもないという思いのほ
うがはるかに強いと思う。そのまさに同じ思いが各国
共通であること。それでも次の世代のアルコホーリク
のために、ＡＡが存続する必要があること。そのため
には、サービスをしていかなければならないこと。こ
れらのことを報告会の中で少しでもお伝えできたらと
願っている。
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第１２回ワールドサービス
ミーティングを終えて
ＷＳＭＷＳＭＷＳＭＷＳＭ後期評議員 美松後期評議員 美松後期評議員 美松後期評議員 美松

皆様、ありがとうございました。お陰様で二人とも
無事１０日間のスケジュールを終え、１１月初め帰国
致しました。今回は「第１２回ワールドサービスミー
ティング」で、１０月２５日から１０月２９日まで、
ニューヨークのブロードウェイにある、ホリデイ・イ
ン・クラウン・プラザで行われました。

『 』 。 、テーマは サービス⇒全員の特権 です 参加国は
２５カ国、各国代表（評議員）３９名、他にノンアル
コホーリックのチェアパーソン、始めＧＳＯスタッフ
達による進行係、事務局、通訳、地元ボランティアの
歓迎係、スケッチをする方、そして評議員の家族の方
々と総勢８０名ほど集まりました。既にこのニュース
はニューヨークタイムズ紙で報道されている旨を手紙
で知らされておりました。会期は、５日間でしたが引
き続き行われた「常任理事会」へも勉強のため、オブ
ザーバーとして出席させて頂きました。
従って１０日間のスケジュールは次のようでした。

１０月２４日 ＪＦケネディ空港到着
ホテルにて歓迎係接待

１０月２５日
ワールドサービスミーティング開催„

１０月２９日
１０月３０日 ＧＳＯ及びグレープ・バイン社見学。

評議員のＡＡミーティング

（ ）午後 ステッピング・ストーン ビル・Ｗ宅
見学

夜 希望者のグリニッジ・ビレッジＧ、ミ
ーティーング出席後、セクレタリー宅
でのアイスタリームパーティ

１０月３１日 常任理事会開催 オブザーバー参加
(初日は理事会主催のディナーパーテ„

１１月 ２日 ィに招待されました）
ぎっしり詰まったプログラムにもかかわらず、十分

な休憩時間と食事時間のバランスがとてもよく配分さ
れていて、気持ちもゆったりと過ごすことができて助
かりました。２４日の歓迎係の暖かいおもてなしを受
けた後、２５日いよいよ開幕です。会場ロビーには各
国からのＡＡの資料が、ついたてやテーブルに展示さ
れ、青と白の風船も軽やかに待っています。
会場内は舞台の薄紫のカーテンのうえには紺色で

『第１２回ワールド・サービス・ミーティング』と書
かれた幕が張られ、机のうえには各国の小さな国旗が
仲良く３本セットで並べられています。いかにもワー
ルド・サービス・ミーティングの雰囲気が伝わってき
ます 受付で会議資料や小さな赤いリンゴのバッジ ニ。 （
ューヨークの象徴）等を渡され、お互いの顔合わせ、
フェローシップから始まりました。開会式の前にとて

ビル・Ｗが晩年を過ごした住居（ステッピング・ストーンズ）

もコミカルな“伝統劇”を見せてくださいました。Ｇ
ＳＯのスタッフ達がビジネス・ミーティングをモデル
に、グループのチョットおかしな伝統を演じてくださ
ったのです。あまりに演技が上手で全員大爆笑。これ
でみんなが和気あいあい。しかも伝統の大切さを笑い
の中から無意識に感じ取ってしまうような素晴らしい
劇でした。
２日日以後の会議は午前９時から午後９時３０分ま

でで、各国報告、テーマに即した代表意見と分かち合
い、１０名くらいずつに分かれてのワークショップや
委員会、そして全体会議での問題提議と多種多様に内
容が盛り込まれています。例えば『どのように “私、
の責任”について考えていますか、 個人レベルで、─
グループレベルで、サービスレベルでは』とか、伝統
や概念を中心としたテーマをワークショップで分かち
合います。そして問題点がでたときには、当然ながら
伝統を基軸にして意見交換がなされます。議事進行も
ＧＳＯスタッフの方々のセクレタリーの手際のよさで
スムーズにはかどり、終わるや否や事務局でタイプさ
れ、その日のうちに手渡されます。時折、会議中に絵
師の方がスケッチをしている風景も見られます （ご。
承知の通りミーティングの中のカメラは禁止ですか
ら）前列にいた私も非常に美人に描いて頂きましたの
で、もう本当に満足。
瞬く間にＷＳＭ期間が過ぎ、次回開催地『コロンビ

』 、 、アで又会いましょう と希望して 全員が手をつなぎ
” 。心静かに 小さな祈り を最後に幕が降ろされました“

世界が一つの輪となって、私たちのＡＡが発展するこ
とを祈りながら、……今、苦しんでいる人がいる限り
……このあったかーい大きなＡＡの愛をもって、深い

、 、信頼のうちに 私を支えて下さった一人一人の方々に
心から ありがとう”“

、 、いつもユーモアを絶やさずよく笑い 時には真剣に
又感動し、うれし涙で胸詰まらせて……、本当に素晴
らしい出会いの旅でした。同行して下さった後期評議
員の山本さん、そして日本の皆様、本当にありがとう
ございました。この『大切な時』を与えて下さった神
に心より感謝します。
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関東甲信越セントラルオフィスの
住所と電話書号が決まりました

住 所 〒 東京都豊島区170
北大塚３－１７－１３

ＴＥＬ ０３－３５７６－２５７４
ＦＡＸ ０３－３５７６－９６８４

ＪＳＯＪＳＯＪＳＯＪＳＯからのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ

。。。。年末年始年末年始年末年始年末年始ののののスケジュールスケジュールスケジュールスケジュールはははは下記下記下記下記のとおりですのとおりですのとおりですのとおりです
12121212月月月月 28282828日日日日（（（（月月月月）））） AMAMAMAM 9999：：：：00000000～～～～PMPMPMPM 7777：：：：00000000

29292929日日日日（（（（火火火火）））） AMAMAMAM 9999：：：：00000000～～～～PMPMPMPM 5555：：：：00000000
30303030日日日日（（（（水水水水）））） AMAMAMAM 9999：：：：00000000～～～～PMPMPMPM 5555：：：：00000000
31313131日日日日（（（（木木木木）））） AMAMAMAM 9999：：：：00000000～～～～PMPMPMPM 5555；；；；00000000

、 ）、 ）、 ）、 ）((((ただしただしただしただし 入金業務入金業務入金業務入金業務ははははPMPMPMPM3333::::00000000までまでまでまで
1111月月月月 1111日日日日（（（（金金金金）））） 2222日日日日((((土土土土）））） 3333日日日日（（（（日日日日））））はははは休業休業休業休業

4444日日日日（（（（月月月月））））よりよりよりより平常平常平常平常どおりどおりどおりどおり

ワールドサービスミーティング報告会について

今回皆様の特別献金によってＷＳＭ評議員２名が
参加してきましたＷＳＭの報告会を各地域で開催
する機会を設けていただきたく、ここにお願い申
し上げます。基本的にはどちらか１名が伺います。
具体的なお問い合わせはＪＳＯまでお願いします。

ＪＳＯではＡＡのサービスマークの特許庁への登録
申請をＡＡ ＷＯＲＬＤ ＳＥＲＶＩＣＥ ＩＮＣ
の名義で９月３０日に済ませました。審査には１～
２年かかりますが、左記マークを機会を捉えてご使
用下さい。

コピー、印刷機などの備品も着々と整備されて
おります。職員の人選も終わり、年明け早々に
は業務を開始する予定でおります。地域に根差
したサービスを目指し、皆様のご期待に添える
よう頑張っております。
今後ともよろしくお願い致します。


